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野
球
観
光
ツ
ア
ー
や
全
国
大
会
の
運
営

に
欠
か
せ
な
い
運
営
員
（
放
送
・
記
録
員
）

を
養
成
し
て
、
円
滑
な
大
会
運
営
を
図
ろ

う
と
、
７
月
10
日
、
17
日
、
24
日
の
３
日

間
、
ア
グ
リ
あ
な
ん
球
場
な
ど
で
放
送
・

記
録
員
等
養
成
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
習
会
に
参
加
し
た
９
人
は
、
公
式
記

録
員
の
木
内
美
枝
子
さ
ん
か
ら
ス
コ
ア
ブ

ッ
ク
の
記
録
方
法
を
学
ん
だ
ほ
か
、
米
本

元
子
さ
ん
か
ら
は
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
ノ
ウ
ハ

ウ
に
つ
い
て
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、

ア
グ
リ
あ
な
ん
ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
た

社
会
人
野
球
大
会
に
参
加
し
、
実
践
練
習

　
阿
南
高
専
が
、
８
月
27
日
か
ら
ド
イ
ツ
で

開
か
れ
る
第
３
回
ア
イ
デ
ア
万
博
に
、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
を
用
い
た
射
撃
ゲ
ー
ム
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
手
書
き

入
力
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
を
出
品
し
ま
す
。
こ
の

ア
イ
デ
ア
万
博
は
、
ド
イ
ツ
北
部
の
ニ
ー
ダ

ー
ザ
ク
セ
ン
州
の
州
都
で
あ
る
ハ
ノ
ー
バ
ー

で
２
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
、
前
回
大
会
で
は

約
30
万
人
が
訪
れ
た
大
規
模
な
科
学
技
術
万

博
で
す
。
今
回
も
１
６
０
を
超
え
る
展
示
ブ

ー
ス
が
あ
る
中
、
阿
南
高
専
は
数
少
な
い
ヴ

ル
フ
独
大
統
領
が
視
察
す
る
ブ
ー
ス
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
ア
イ
デ
ア
万
博
へ
の
参
加
は
、
林

田
栄
治
阿
南
高
専
国
際
交
流
室
長
が
昨
年
10

月
か
ら
準
備
。
同
校
電
気
電
子
工
学
科
の
長

谷
川
竜
生
准
教
授
が
、
研
究
室
現
５
年
生
の

尾
崎
貴
弥
さ
ん
を
率
い
て
手
が
け
て
い
た

「
レ
ー
ザ
ー
ペ
ン
で
文
字
な
ど
を
黒
板
の
よ

う
に
書
き
消
し
で
き
る
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
」
を

紹
介
し
た
と
こ
ろ
、
万
博
側
が
強
く
興
味
を

示
し
、
日
本
の
大
学
、
短
大
、
高
専
で
は
初

め
て
招
待
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
阿

南
高
専
か
ら
は
小
松
満
男
校
長
ほ
か
５
人
の

教
員
と
３
人
の
学
生
が
渡
独
し
ま
す
。

　
長
谷
川
准
教
授
は
「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
今
後
も
大

き
く
発
展
す
る
可
能
性
を
持
つ
も
の
で
あ
る

こ
と
を
外
国
の
若
者
に
紹
介
し
た
い
」
と
意

気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

を
行
い
ま
し
た
。

　
広
報
を
見
て
受
講
し
た
と
い
う
野
田
明
美
さ
ん
（
那
賀
川
町
）
は
、「
ス
コ
ア
ブ
ッ
ク

の
記
帳
や
電
光
掲
示
板
の
機
器
操
作
は
不
慣
れ
で
戸
惑
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
で
き
れ
ば

続
け
た
い
で
す
。」
と
意
欲
的
に
実
践
練
習
を
こ
な
し
て
い
ま
し
た
。

　
現
在
の
運
営
員
は
16
人
（
男
子
２
人
、
女
子
14
人
）。
今
後
も
定
期
的
に
養
成
講
座
を

開
催
し
て
、
運
営
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
増
員
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

放
送
・
記
録
員
を
養
成
し
て

円
滑
な
大
会
運
営
を
め
ざ
す

独
大
統
領
に
阿
南
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
Ｐ
Ｒ

阿
南
高
専
が

独
ア
イ
デ
ア
万
博
出
品

“ 元気の道・命の道 ”日和佐道路が全線開通
　７月16日、待望の日和佐道路が全線開通しました。
　日和佐道路は、福井町小野～美波町北河内（9.3㎞）の地域高規格道路で、この
ほど福井町小野～由岐ＩＣ（3.1㎞）の道路整備が完了し、すでに供用している由
岐ＩＣ～美波町北河内と合わせて全線開通となりました。
　同日、福井総合センターで行われた全線開通式では、関係者約220人が出席して、
元気の道・命の道として期待される日和佐道路の完成を祝いました。その後行われ
たセレモニーでは、福井小児童による竹太鼓「若竹げんき太鼓」が披露され、開通
の喜びを竹太鼓の音色に乗せて里山に響かせていました。
　日和佐道路は、阿南市から高知県安芸市を結ぶ約 110㎞の阿南安芸自動車道の
うち、最初の事業区間として平成７年に事業着手。事業費は約494億円です。

最終調整に余念がない長谷川准教授

アグリあなんスタジアムでの実践練習のようす（７月17日）

〝
み
な
み
の
町
か
ら
光
の
ま
ち
へ
〟

マ
ラ
ソ
ン
＆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で

日
和
佐
道
路
か
ら
の
景
色
を
堪
能

　
阿
南
市
合
併
５
周
年
記
念
と
日
和
佐
道
路
全
線
開
通

を
記
念
し
て
、
７
月
10
日
、
美
波
町
と
合
同
に
よ
る
プ

レ
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
約
６
０
０
人
の
市
民
が
マ
ラ

ソ
ン
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
開
通
前
の
日
和
佐
道
路
か
ら

の
景
色
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　
強
い
日
差
し
が
照
り
つ
け
る
な
か
、
参
加
者
は
、
真

新
し
い
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
感
触
を
確
か
め
な
が
ら
、
最

初
で
最
後
の
マ
ラ
ソ
ン
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　
マ
ラ
ソ
ン
で
は
、
男
子
は
１
時
間
２
分
54
秒
の
タ
イ

ム
で
森
泰
英
さ
ん
（
長
生
町
）
が
優
勝
。「
こ
の
季
節

の
マ
ラ
ソ
ン
は
や
っ
ぱ
り
し
ん
ど
い
。
そ
れ
で
も
沿
道

の
声
援
が
励
み
に
な
っ
て
快
適
に
走
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
道
路
が
開
通
し
た
ら
車
で
も
１
番
に
走
っ
て
み

た
い
で
す
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
女
子
は
、
和
渕

尚
美
さ
ん
（
那
賀
川
町
）
が
１
時
間
27
分
33
秒
で
優
勝

し
、
阿
南
市
民
の
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
で
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
に

花
を
添
え
ま
し
た
。

　
月
１
回
は
日
和
佐
道
路
を
利
用
し
て
い
る
と
い
う
満

石
日
出
子
さ
ん
（
福
井
町
）
は
、「
車
で
走
る
の
と
は

違
っ
た
感
覚
で
景
色
や
雰
囲
気
が
楽
し
め
ま
し
た
。
全

線
開
通
す
る
の
が
楽
し
み
で
す
。」
と
、
足
ど
り
軽
く

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
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最終調整に余念がない長谷川准教授

　
阿
南
市
合
併
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周
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念
と
日
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路
全
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開
通

を
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、
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、
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の
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を
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ラ
ソ
ン
で
は
、
男
子
は
１
時
間
２
分
54
秒
の
タ
イ
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で
森
泰
英
さ
ん
（
長
生
町
）
が
優
勝
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こ
の
季
節

の
マ
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は
や
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で
も
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の
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が
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み
に
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快
適
に
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こ
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が
で
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ま
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。
道
路
が
開
通
し
た
ら
車
で
も
１
番
に
走
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み

た
い
で
す
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し
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。
女
子
は
、
和
渕

尚
美
さ
ん
（
那
賀
川
町
）
が
１
時
間
27
分
33
秒
で
優
勝

し
、
阿
南
市
民
の
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
で
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レ
イ
ベ
ン
ト
に

花
を
添
え
ま
し
た
。

　
月
１
回
は
日
和
佐
道
路
を
利
用
し
て
い
る
と
い
う
満

石
日
出
子
さ
ん
（
福
井
町
）
は
、「
車
で
走
る
の
と
は

違
っ
た
感
覚
で
景
色
や
雰
囲
気
が
楽
し
め
ま
し
た
。
全

線
開
通
す
る
の
が
楽
し
み
で
す
。」
と
、
足
ど
り
軽
く

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

阿
南
の
舞
台
か
ら「
が
ん
ば
ろ
う
日
本
！
」を
発
信

気
仙
沼
と
阿
南
で
練
習
が
は
じ
ま
り
ま
し
た

気仙沼復興支援
合同ミュージカル

あ
ら
す
じ

昭
和
三
十
年
の
頃

子
ど
も
た
ち
が
野
山
を
か
け
ま
わ
り

貧
し
か
っ
た
け
れ
ど
も
そ
の
瞳
は
輝
き

み
ん
な
が
夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た

心
に
残
る
童
謡
も
多
く
生
ま
れ
ま
し
た

海
辺
に
住
ん
で
い
た
少
女
が

山
奥
の
分
校
に
転
校
し

「
夢
つ
む
ぎ
」
と
い
う
秘
密
の
友
達
や

分
校
の
仲
間
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら

悲
し
み
を
乗
り
越
え
て
い
き
ま
す

2011

2011.8.28 [日]
阿南市民会館大ホール
昼の部 13:00開演   夜の部 17:00開演

　

気
仙
沼
復
興
支
援
と
し
て

企
画
さ
れ
た
合
同
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
。
被
災
地
の
子
ど
も
た

ち
を
励
ま
し
勇
気
づ
け
よ
う

と
、
夢
創
の
皆
さ
ん
が
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
「
私
た
ち
は
、
と
も
に
地

方
の
劇
団
と
し
て
活
動
し
指

導
者
の
ご
縁
で
共
演
も
し
て

き
ま
し
た
。
復
興
に
向
け
て

大
変
な
時
、
子
ど
も
た
ち
に

『
夢
と
勇
気
』
を
与
え
る
こ

と
が
な
に
よ
り
と
考
え
『
う

を
座
の
活
動
が
気
仙
沼
復
興

の
力
と
な
る
』
と
の
思
い
で

応
援
し
て
い
ま
す
」。

　

う
を
座
か
ら
は
７
人
の
塾

生
に
、
３
人
の
卒
業
生
。
当

日
は
15
人
の
保
護
者
・
ス
タ

ッ
フ
が
阿
南
に
来
る
予
定
で

す
。
今
回
の
合
同
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
公
演
を
通
し
て
、
子
ど

も
た
ち
の
絆
が
深
ま
り
、
交

流
と
成
長
を
願
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
越
し
い
た
だ
き
、

子
ど
も
た
ち
に
エ
ー
ル
を
送

っ
て
く
だ
さ
い
。

うを座は、８月20・21日に「ありがとう、感謝します」という
公演を予定していましたが、３月12日の説明会が震災で行えず、
公演も中止となりました。「夏休みに一緒に舞台を創れないだろ
うか」そんな夢創の思いに、多くの方が賛同していただき合同公
演が実現しました。

入場料　　　　大人 1,500 円　高校生以下 1,000 円
※うを座の支援金に！チャリティーシート（指定席券）500 円は別に事務局で発売

チケット販売　市民会館・文化会館・情報文化センター・平惣各店・アピカ・フジグラン阿南・
劇団夢創事務局（太陽高速印刷）

問い合わせは　夢つむぎの詩2011実行委員会事務局（☎22−0268）へ

3.11を乗り越えて!!

気仙沼演劇塾 劇団〈夢創〉
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